
１

◇
今
後
の
主
要
（
関
連
）
行
事
予
定
◇

９
月
19
日
（
木
）
正
副
会
長
・
ブ
ロ
ッ
ク
長
・
部
長
会
議

９
月
26
日
（
木
）
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
高
松
）

10
月
3
日
（
木
）
全
道
大
会
（
帯
広
）

10
月
17
日
（
木
）
臨
時
総
会
、
第
３
１
６
回
理
事
会

10
月
29
日
（
火
）
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
（
福
井
）
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者
二
十
一
名
）
し
た
。

　

理
事
会
は
、
大
澤
会
長
の

挨
拶
に
続
き
、
司
会
者
の
上

田
局
長
よ
り
本
理
事
会
が
定

足
数
を
充
た
し
適
法
に
成
立

す
る
旨
の
報
告
の
の
ち
、
大

澤
会
長
が
議
長
に
就
任
し
議

事
に
入
っ
た
。

　

松
田
総
務
部
長
よ
り
、「
第

一
号
議
案　

副
会
長
、
ブ
ロ

ッ
ク
長
及
び
支
部
長
の
選
任

に
関
す
る
件
」、「
第
二
号
議

案　

業
務
運
営
に
関
す
る
規

約
、
担
当
副
会
長
制
に
関
す

る
規
約
及
び
委
員
会
規
約
に

よ
り
、「
第
四
号
議
案　

登

録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
に

関
す
る
件
」
に
つ
い
て
、
平

成
二
十
四
年
十
月
二
十
三
日

に
国
土
交
通
省
よ
り
、
本
講

習
の
修
了
証
に
お
け
る
更
新

の
あ
り
方
に
つ
い
て
今
後
の

方
向
性
が
示
さ
れ
、
配
管
三

団
体
（
日
空
衛
・
全
管
連
・

日
管
連
）
で
構
成
し
て
い
る

登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

委
員
会
等
に
て
協
議
し
、「
講

習
の
修
了
証
の
更
新
に
つ
い

て
は
、事
務
手
続
き
で
な
く
、

通
信
教
育
に
よ
り
登
録
配
管

基
幹
技
能
者
と
し
て
求
め
ら

れ
る
一
定
の
能
力
水
準
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
確
認
さ
れ

た
者
に
対
し
て
行
う
も
の
」

と
見
直
し
た
「
登
録
配
管
基

幹
技
能
者
講
習
事
務
規
程
」

の
改
訂
案
に
つ
い
て
の
説
明

が
行
わ
れ
た
。

　

ま
た
、
登
録
講
習
の
実
施

機
関
と
し
て
、
五
年
ご
と
の

登
録
の
更
新
手
続
き
を
建
設

業
法
施
行
規
則
第
十
八
条
の

三
の
五
で
定
め
ら
れ
て
お

り
、
今
年
登
録
講
習
の
実
施

か
ら
五
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
実
施
機
関
と
し
て
の
登

録
の
更
新
申
請
書
類
を
国
土

交
通
省
に
提
出
し
た
い
と
の

説
明
が
行
わ
れ
、
審
議
の
結

果
、原
案
通
り
議
決
さ
れ
た
。

　

理
事
会
終
了
後
、（
一
財
）

・
副
会
長
、ブ
ロ
ッ
ク
長
、支
部
長
及
び

　
常
設
委
員
会
委
員
等
の
選
任

・
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習
の
更
新
に
関
す
る
件
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「
改
正
消
費
税
と
経
過
措
置
に
つ
い
て
」
説
明
会
を
開
催

基
づ
く
担
当
理
事
並
び
に
委

員
の
選
任
に
関
す
る
件
」、

「
第
三
号
議
案　

相
談
役
及

び
技
術
参
与
の
委
嘱
に
関
す

る
件
」
に
つ
い
て
説
明
が
行

わ
れ
、
審
議
の
結
果
、
議
決

さ
れ
た
（
四
・
五
面
参
照
）。

　

続
い
て
、
佐
藤
技
術
部
長

建
設
業
情
報
管
理
セ
ン
タ
ー

の
協
力
で
、
同
セ
ン
タ
ー
顧

問
で
公
認
会
計
士
・
税
理
士

の
井
村
登
氏
よ
り
、「
改
正

消
費
税
と
経
過
措
置
」
と
題

し
て
次
の
三
点
に
つ
い
て
説

明
会
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
消
費
税
の
円
滑
か
つ

適
正
な
転
嫁
の
確
保
の
た
め

の
消
費
税
の
転
嫁
を
阻
害
す

る
行
為
の
是
正
等
に
関
す
る

特
別
措
置
法

（
２
）
請
負
工
事
等
（
注
文

に
よ
る
製
造
を
含
む
）
と
資

産
の
貸
付
の
経
過
措
置

（
３
）
平
成
二
十
六
年
四
月

一
日
以
後
に
行
わ
れ
る
資
産

の
壌
土
等
に
適
用
さ
れ
る
消

費
税
率
等
に
関
す
る
経
過
措

置
の
取
扱
い
Ｑ
＆
Ａ
（
平
成

二
十
五
年
四
月
国
税
庁
消
費

税
室
） 

大
澤
会
長

公
認
会
計
士
・
税
理
士

の
井
村
登
先
生

海
外
大
会
の
環
境
へ
の
対
応
の

難
し
さ
を
改
め
て
実
感

　

本
会
の
第
三
百
十
五
回
理

事
会
は
、
七
月
十
七
日
、
午

後
一
時
か
ら
、
東
京
都
港
区

の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、

全
国
か
ら
理
事
九
十
二
名
が

出
席
（
う
ち
書
面
議
決
提
出

平
成
25
年
度　

国
土
交
通
大
臣
表
彰　
　
　
　
　
　

２
面

青
年
部
協
議
会　

第
１7
回
通
常
総
会
開
催　
　
　
　

２
面

健
康
の
た
め
水
を
飲
も
う
推
進
運
動
を
実
施
中　
　

５
面

給
水
装
置
工
事
配
管
技
能
検
定
会　
　
　
　
　
　
　

６
面

　

少
年
漫
画
『
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ

Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｅ（
尾
田
栄
一
郎
氏
、

集
英
社
）』
は
平
成
九
年
か

ら
連
載
開
始
、
コ
ミ
ッ
ク
ス

の
累
計
発
行
部
数
は
二
億
九

千
万
部
を
超
え
、
今
月
に
は

七
十
一
巻
が
発
売
さ
れ
る
。

主
人
公
は
海
賊
と
な
っ
た
少

年
モ
ン
キ
ー
・
Ｄ
・
ル
フ
ィ

で
、「
ひ
と
つ
な
ぎ
の
大
秘

宝
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）」
を
巡

る
海
洋
冒
険
ロ
マ
ン
で
あ

る
。
◆
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
深

く
練
り
込
ま
れ
た
壮
大
な
世

界
観
・
巧
緻
な
設
定
が
特
徴

で
、
戦
争
や
権
力
、
領
土
問

題
、
宗
教
問
題
、
人
種
差
別

な
ど
様
々
な
社
会
問
題
を
風

刺
す
る
内
容
も
織
り
交
ぜ
ら

れ
て
い
る
。
設
定
で
は
、
八

百
年
前
に
「
世
界
政
府
」
を

作
り
上
げ
た
二
十
人
の
王
達

の
末
裔
で
あ
る
「
世
界
貴
族

（
天
竜
人
）」
が
支
配
し
、
リ

オ
・
ポ
ー
ネ
グ
リ
フ
（
真
の

歴
史
を
記
し
た
石
碑
）
の
探

索
及
び
解
読
を
禁
止
し
て
い

る
。
◆
ワ
ン
ピ
ー
ス
と
石
碑

は
関
係
が
あ
る
ら
し
く
、
真

の
歴
史
が
解
明
さ
れ
る
と
世

界
政
府
の
正
当
性
が
根
底
か

ら
覆
る
ら
し
い
。
現
実
の
世

界
で
は
、
間
も
な
く
終
戦
記

念
日
が
巡
っ
て
く
る
。
一
部

の
政
治
家
の
談
話
や
外
国
に

よ
り
、
歴
史
研
究
に
圧
力
が

加
え
ら
れ
る
こ
と
は
学
問
の

自
由
を
侵
害
し
て
い
る
。

課題に取り組む中谷選手

第
42
回
技
能
五
輪
国
際
大
会

中
谷
尚
平
選
手
（
新
潟
）
が
出
場

　

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
四

十
二
回
技
能
五
輪
国
際
大
会

が
、七
月
七
日
に
閉
幕
し
た
。

　

配
管
職
種
で
は
二
十
四
人

が
出
場
し
、
新
潟
県
水
道
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
所
属

の
（
株
）
千
代
田
設
備
の
中

谷
尚
平
氏
（
第
五
十
回
技
能

五
輪
全
国
大
会
金
賞
受
賞

者
）
が
十
三
位
と
な
っ
た
。

　

配
管
職
種
の
入
賞
者
の
国

は
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

金
・
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
南
チ
ロ
ル
・
イ

中
谷
尚
平
選
手

競技会場のライプツィヒメッセ

タ
リ
ア
、銅
・
韓
国
、敢
闘
賞
・

ス
イ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
イ
ギ

リ
ス
他
。

　

二
十
二
歳
以
下
の
若
者
が

技
能
の
レ
ベ
ル
を
競
う
技
能

五
輪
国
際
大
会
は
、
七
月
二

日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
、

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
に

お
い
て
開
催
さ
れ
、
五
十
二

ヶ
国
・
地
域
か
ら
四
十
六
職

種
（
う
ち
、
日
本
参
加
職
種

四
十
職
種
）
に
選
手
九
百
八

十
六
人
（
う
ち
、
日
本
選
手

四
十
二
人
）
が
参
加
し
た
。

　

今
回
の
国
・
地
域
別
参
加

選
手
数
及
び
メ
ダ
ル
獲
得
数

は
、
第
一
位
・
韓
国
（
三
十

七
人
、金
・
十
二
、銀
・
五
、銅
・

六
）、
第
二
位
・
ス
イ
ス
（
三

十
七
人
、
金
・
九
、
銀
・
三
、

銅
・
五
）、台
湾
（
三
十
九
人
、

金
・
六
、
銀
・
四
、
銅
・
八
）、

第
四
位
・
日
本
（
四
十
人
、

金
・
五
、
銀
・
四
、
銅
・
三
）、

第
五
位
・
ブ
ラ
ジ
ル
（
三
十

七
人
、
金
・
四
、
銀
・
五
、
銅
・

八
）
等
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
は
前
回
大
会
の
二
位

よ
り
順
位
を
落
と
し
て
四
位

と
な
っ
た
。

　

次
回
の
第
四
十
三
回
技
能

五
輪
国
際
大
会
は
、
平
成
二

十
七
年
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
サ
ン

パ
ウ
ロ
に
お
い
て
開
催
予

定
。
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労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱

に
つ
い
て

　
（
一
社
）
日
本
建
設
業
連

合
会
（
中
村
満
義
会
長
）
は
、

七
月
十
九
日
付
け
で
、
本
会

宛
て
に
標
記
を
通
知
さ
れ

た
。
詳
細
は
同
連
合
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w
.

nikkenren.com
/index.

htm
l

労
務
賃
金
改
善
等
推
進
要
綱

に
つ
い
て

　

近
年
、
建
設
産
業
を
支
え

る
技
能
労
働
者
は
新
規
入
職

者
が
激
減
し
、
高
い
離
職
率

の
影
響
も
あ
っ
て
高
齢
化
が

進
む
と
と
も
に
減
少
傾
向
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
状

青
年
部
協
議
会

　

５
議
案
を
満
場
一
致
で
承
認

　

会
長
に
中
島
誠
照
氏
を
再
任

厚
労
省
水
道
課　

原
徳
島
市
長　
　

ご
臨
席青年部協議会総会 　

全
管
連
青

年
部
協
議
会

の
第
十
七
回

通
常
総
会
及

び
関
連
行
事

が
七
月
二
十

日
（
土
）
に

徳
島
・
ク
レ

メ
ン
ト
ホ
テ

ル
徳
島
に
て

開
催
さ
れ

た
。当
日
は
、

厚
労
省
高
城

水
道
課
長
補
佐
を
は
じ
め
、

大
澤
会
長
、
原
徳
島
市
長
、

久
米
水
道
局
長
等
、
青
年
部

協
議
会
会
員
、
総
勢
約
三
百

余
名
が
参
加
し
た
。

　

青
年
部
協
議
会
の
中
島
会

長
（
愛
知
）
は
、
挨
拶
の
中

で
、「
地
域
に
根
差
し
、
高

い
技
術
力
、
豊
富
な
知
識
を

有
す
る
組
合
員
に
受
け
継
が

れ
て
き
た
企
業
文
化
を
再
確

認
し
、
少
し
背
伸
び
を
し
て

こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
事
業
、
諸
団
体
と
の
活

動
に
挑
戦
し
、
新
た
な
発
見

や
可
能
性
を
探
り
、
そ
れ
を

形
に
し
て
い
き
た
い
。」
と

三
年
目
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
総
会
時
に
厚
生
労

働
省
健
康
局
水
道
課
高
城
水

道
課
長
補
佐
に
よ
る
祝
辞
が

行
わ
れ
た
。

　

議
事
で
は
、
広
報
（
機
関

誌
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
）、
総
務
（
出

前
ト
ー
ク
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
周

年
事
業
へ
の
参
加
、
相
談
員

派
遣
）、
会
員
交
流
、
会
員

サ
ー
ビ
ス
（e-kan.jp

、
講

演
会
）
等
の
事
業
報
告
並
び

に
収
支
決
算
、
平
成
二
十
五

年
度
事
業
計
画
案
と
収
支
予

算
案
が
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
中
島
会
長
が
再
任
さ

厚
生
労
働
省

高
城
水
道
課
長
補
佐

第１７回通常総会

中
島
会
長

原
徳
島
市
長

れ
た
。

　

総
会
終
了
後
の
研
修
会
で

は
、
小
判 

繁
樹
禅
林
学
園 

高
等
学
校
校
長
に
よ
る
「
道

の
教
育
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
徳
島
市
指
定
上

下
水
道
工
事
店
協
同
組
合
青

年
部
会
の
十
周
年
記
念
式
典

が
執
り
行
わ
れ
、
久
米
好
雄

徳
島
市
水
道
事
業
管
理
者
水

道
局
長
に
よ
る
「
東
南
海
・

　

現
住
所
・
福
岡
県
福
岡
市
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
事
業
担
当
副
会
長
、
福

岡
県
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
会
長
、
福
岡
市
管
工
事

協
同
組
合
理
事
長
、
大
同
設

備
工
業
（
株
）
代
表
取
締
役
。

花
松
眞
一
氏（
全
管
連
推
薦
）

　

現
住
所
・
北
海
道
札
幌
市
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
副
会
長
、
北
海
道
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
元
札
幌
市
管
工
事
業
協

同
組
合
理
事
長
、（
株
）
フ

ォ
ル
テ
ッ
ク
取
締
役
会
長
。

原
田
恵
三
氏（
全
管
連
推
薦
）

　

現
住
所
・
佐
賀
県
佐
賀
市
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
、
佐
賀
県
管
工
事

協
同
組
合
連
合
会
理
事
長
、

佐
賀
市
管
工
事
協
同
組
合
理

事
長
、
ハ
ラ
ダ
工
業
（
株
）

取
締
役
会
長
。

和
田
　
勝
氏

　

現
住
所
・
兵
庫
県
姫
路
市
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
副
会
長
、
兵
庫
県
管
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
理
事

長
、
姫
路
市
管
工
事
業
協
同

組
合
理
事
長
、
和
田
（
株
）

代
表
取
締
役
会
長
。

山
崎
正
寛
氏

　

現
住
所
・
長
野
県
上
田
市
。

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連

合
会
理
事
、
長
野
県
水
道
工

事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
上
田
市
上
下
水
道
事
業

協
同
組
合
理
事
長
、
山
崎
設

備
工
業
（
有
）
代
表
取
締
役

社
長

池
田
　
薫
氏

　

現
住
所
・
北
海
道
札
幌
市
。

◇
国
土
交
通
大
臣
表
彰
◇

　

藤
副
会
長
は
じ
め
10
名
の
方
々
と

　

宮
城
県
連
（
会
長
・
渡
辺　

皓
氏
）

　

が
受
賞

　

建
設
事
業
関
係
功
労
者
及

び
優
良
団
体
を
表
彰
す
る
平

成
二
十
五
年
建
設
事
業
関
係

功
労
国
土
交
通
大
臣
表
彰
式

が
、
七
月
十
日
に
東
京
都
千

代
田
区
の
国
土
交
通
省
に
お

い
て
挙
行
さ
れ
た
。

―
建
設
事
業
関
係
功
労
・
本
会
関
係
―

藤　成德氏

　

多
年
管
工
事
業
に
精
励
す

る
と
と
も
に
、
関
係
団
体
の

役
員
と
し
て
業
界
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

本
会
関
係
の
功
労
者
と
し
て

次
の
十
名
の
方
々
と
一
団
体

が
そ
れ
ぞ
れ
国
土
交
通
大
臣

表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
。
受
賞

者
の
方
々
は
次
の
と
お
り
。

○
功
労
者
（
順
不
同
）

藤
　
成
德
氏（
全
管
連
推
薦
）

宮城県連会長・渡辺　皓氏

池
田
煖
房
工
業
（
株
）
代
表

取
締
役
社
長
。

手
面
和
夫
氏

　

現
住
所
・
茨
城
県
筑
西
市
。

筑
西
市
指
定
管
工
事
業
協
会

会
長
、（
株
）
県
西
ア
ロ
ー

住
設
代
表
取
締
役
。

酒
井
　
修
氏

　

現
住
所
・
福
井
県
福
井
市
。

福
井
県
管
工
事
業
協
同
組
合

連
合
会
副
会
長
、
福
井
管
工

事
業
協
同
組
合
副
理
事
長
、

（
株
）
北
陸
ア
ロ
ー
機
器
代

表
取
締
役
社
長
。

南
海
地
震
に
備
え
た
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
整
備
状
況
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
記
念
講
演
が

行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇
親

会
は
、
中
島
会
長
の
挨
拶
、

大
澤
全
管
連
会
長
等
に
よ
る

祝
辞
の
後
、
四
国
ブ
ロ
ッ
ク

長
の
友
近
安
氏
に
よ
る
乾
杯

で
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

懇
親
会
時
に
は
、
次
年
度

開
催
地
が
埼
玉
と
発
表
さ

れ
、
青
年
部
仲
儀
理
事
（
埼

玉
）
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
を
行
う
な

ど
、
青
年
部
会
員
が
互
い
に

親
交
を
深
め
た
。

　

今
回
も
、
参
加
会
員
に
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
情
報
提
供
を

目
的
に
、
日
頃
協
賛
を
頂
い

て
い
る
賛
助
会
員
に
よ
る
展

示
ブ
ー
ス
を
行
っ
た
。

花松　眞一氏

和田　勝氏原田　恵三氏

山崎　正寛氏池田　薫氏

手面　和夫氏酒井　修氏
奥
村
昇
三
氏

　

現
住
所
・
京
都
府
京
都
市
、

日
本
管
工
業
（
株
）
代
表
取

締
役
社
長
。

仲
間
瑞
次
氏

　

現
住
所
・
沖
縄
県
那
覇
市
。

那
覇
市
管
工
事
協
同
組
合
理

事
、（
株
）
東
洋
設
備
代
表

取
締
役
社
長
。

○
優
良
団
体（
全
管
連
推
薦
）

　
宮
城
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
（
会
長
・
渡
辺　

皓
氏
、
組
合
員
数
・
二
百
七

十
五
名
）。

　

国
土
交
通
省
は
、
六
月
二

十
一
日
付
け
で
、
土
地
・
建

設
産
業
局
建
設
市
場
整
備
課

長
名
並
び
に
厚
生
労
働
省
職

業
安
定
局
建
設
・
港
湾
対
策

室
長
名
を
も
っ
て
、
本
会

宛
宛
て
に
標
記
を
通
知
さ

れ
た
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
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国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省

の
連
携
に
よ
る
当
面
の
建
設

人
材
不
足
対
策
に
つ
い
て　

　

国
土
交
通
省
は
、
こ
の
た

び
、厚
生
労
働
省
と
連
携
し
、

「
当
面
の
建
設
人
材
不
足
対

策
」を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
建
設
投
資

の
減
少
に
伴
い
競
争
が
激
化

す
る
中
で
、
技
能
労
働
者
の

就
労
環
境
が
悪
化
し
て
き
た

こ
と
に
伴
う
構
造
的
な
問
題

に
よ
り
人
材
不
足
が
顕
在
化

し
て
い
る
中
で
、
復
興
需
要

な
ど
の
建
設
投
資
の
増
加
に

よ
り
人
材
不
足
が
深
刻
化
し

て
い
る
状
況
を
受
け
て
、
国

土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
の

間
で
認
識
を
共
有
し
て
対
策

の
検
討
を
行
い
、
当
面
の
対

応
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
。

「
当
面
の
建
設
人
材
不
足
対

策
」
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
通
り
。

○ 

「
人
材
確
保
」・「
人
材
育

成
」・「
人
材
移
動
の
円
滑
化
」

の
三
つ
の
視
点

　

建
設
人
材
不
足
の
現
状
を

踏
ま
え
、
三
つ
の
視
点
で
両

省
が
連
携
す
る
対
策
を
取
り

ま
と
め
。

○
「
建
設
業
魅
力
発
信
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」「
戦
略
的
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
実
施

　

国
土
交
通
省
、
厚
生
労
働

省
、
業
界
団
体
が
一
体
と
な

っ
て
、
仕
事
の
場
と
し
て
の

建
設
業
の
魅
力
を
学
生
や
求

職
者
に
対
し
て
広
く
戦
略
的

に
広
報
す
る
取
組
み
を
推
進

す
る
。

○ 

地
域
に
お
け
る
関
係
者

間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

の
促
進

　

地
域
に
お
け
る
元
請
・
下

請
、
行
政
、
教
育
機
関
等
の

関
係
者
間
の
連
携
の
場
の
形

成
を
促
進
し
、
地
域
の
人
材

確
保
・
育
成
策
を
推
進
す
る
。

○ 

建
設
人
材
確
保
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
実
施

　

建
設
人
材
が
不
足
し
て
い

る
地
域
の
主
要
な
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
で
「
建
設
人
材
確
保
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
①

事
業
主
に
対
す
る
求
職
者
ニ

ー
ズ
を
踏
ま
え
た
求
人
条
件

等
の
設
定
に
関
す
る
相
談
・

援
助
、
②
建
設
資
格
保
持
者

等
に
対
す
る
建
設
求
人
の
最

新
動
向
に
関
す
る
情
報
提
供

や
面
接
会
の
開
催
等
を
積
極

的
に
実
施
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
広
域
マ
ッ
チ
ン
グ
等

を
含
む
求
人
充
足
を
促
進
す

る
。

○ 

建
設
業
に
お
け
る
実
践

的
な
能
力
開
発
の
推
進

　

若
年
非
正
規
雇
用
者
の
職

業
訓
練
を
実
施
す
る
事
業
主

等
へ
の
助
成
制
度
や
、「
も

の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
」
を

派
遣
し
て
若
年
技
能
者
等
へ

の
実
技
指
導
を
行
う
事
業
等

に
つ
い
て
、
建
設
業
界
団
体

を
通
じ
て
活
用
促
進
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
実
践
的
な
能

力
開
発
を
推
進
す
る
。

奥村　昇三氏仲間　瑞次氏

況
を
打
開
す
る
た
め
に
、
国

土
交
通
省
は
、
平
成
二
十
五

年
度
の
公
共
工
事
設
計
労
務

単
価
の
引
き
上
げ
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
会
で

は
、
七
月
十
八
日
に
開
催
し

た
理
事
会
に
お
い
て
、
技
能

労
働
者
の
確
保
、
育
成
に
向

け
た
総
合
的
な
取
組
み
を
推

進
す
る
た
め
の
「
労
務
賃
金

改
善
等
推
進
要
綱
」
を
次
の

通
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

１
．
適
切
な
労
務
賃
金
支
払

い
の
要
請

　

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

が
適
用
さ
れ
る
公
共
工
事
に

つ
い
て
、
日
建
連
会
員
企
業

は
、
一
時
下
請
に
対
し
、
見

積
も
り
依
頼
時
に
公
共
工
事

設
計
労
務
単
価
を
交
付
し
、

公
共
工
事
設
計
労
務
単
価
の

引
き
上
げ
の
趣
旨
に
か
な
う

適
切
な
賃
金
が
支
払
わ
れ
る

よ
う
要
請
。
一
次
下
請
以
下

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
再
下
請
に

対
し
同
様
の
要
請
。

２
．
労
務
賃
金
の
状
況
調
査

の
実
施

　

日
建
連
会
員
企
業
は
、
本

件
対
象
工
事
に
つ
い
て
定
期

的
（
当
面
、
四
半
期
毎
）
に

労
務
賃
金
の
状
況
等
の
調
査

を
実
施
（
平
成
二
十
五
年
度

及
び
二
十
六
年
度
）

３
．
社
会
保
険
等
加
入
促
進

「
日
建
連
社
会
保
険
加
入
促

進
計
画
」（
平
成
二
十
四
年

四
月
）
に
則
り
対
応
。

４
．
適
正
な
受
注
活
動
の
撤

廃
　

平
成
二
十
五
年
四
月

二
十
五
日
付
け
知
事
会
決
議

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
適
正
な

受
注
活
動
の
撤
廃

５
．
民
間
工
事
に
お
け
る
取

組
　

民
間
工
事
の
発
注
者
の
適

切
な
理
解
と
協
力
を
依
頼
。

６
．
重
層
下
請
構
造
の
改
善

　

下
請
け
の
重
層
化
の
進
行

が
技
能
労
働
者
の
処
遇
低
下

を
招
い
た
面
も
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
工
事
種
別
や
職
種

別
に
改
善
の
必
要
性
と
可
能

性
を
検
証
し
、
五
年
後
を
目

途
に
可
能
な
分
野
で
原
則
二

次
（
設
備
工
事
は
三
次
）
ま

で
の
実
現
を
目
指
す
。

７
．
技
能
労
働
者
の
処
遇
改

善
の
総
合
的
な
取
組
み（
略
）

８
．
関
係
方
面
へ
の
要
請

（
略
）

久
米
水
道
局
長

国
土
交
通
省
と
厚
生
労
働
省
の

連
携
に
よ
る
当
面
の
建
設
人
材

不
足
対
策
に
つ
い
て

国交省・厚労省



第
41
回
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会
議

を
開
催

　
標
記
会
議
が
七
月
四
日
に

青
森
県
八
戸
市
の
八
戸
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
行
わ

た
。

　
当
日
は
、
宮
城
県
管
工
事

業
協
同
組
合
連
合
会
渡
辺
会

長
挨
拶
の
後
、
各
県
か
ら
の

提
出
議
題
に
基
づ
い
て
議
事

を
行
っ
た
。

　
①
修
繕
工
事
等
に
お
け
る

技
術
継
承
（
青
森
）
②
耐
震

管
研
修
会
修
了
者
の
位
置
付

け
（
岩
手
）
③
労
務
単
価
の

維
持
向
上
と
工
事
発
注
価

九
州
管
工
業
組
合
連
合
会

第
51
回
通
常
総
会
・
長
崎
県
大
会
を
開
催

　
九
州
管
工
業
組
合
連
合
会

（
会
長
・
藤
成
德
氏
）
は
、

七
月
二
十
六
日
、
長
崎
市
の

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
長
崎
に
て
標

記
大
会
を
開
催
し
た
。

　
顕
彰
状
・
表
彰
状
の
贈
呈

に
続
き
、九
州
管
工
業
組
合

連
合
会
の
藤
成
德
会
長
の
挨

拶
の
後
、
総
会
で
は
、平
成

二
十
四
年
度
会
務
報
告
並
び

に
収
支
決
算

書（
監
査
報

告
）
承
認
、

平
成
二
十
五

年
度
賦
課
金

並
び
に
賛
助

会
費
、
平
成

二
十
五
年
度

事
業
計
画
案

並
び
に
収
支

予
算
案
承

認
、
次
期
開

催
地
、
役
員

の
改
選
の
五

　
厚
生
労
働
省
、
全
管
連
等

で
構
成
さ
れ
る
水
道
耐
震
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
七
月
二

十
九
日
、
日
本
水
道
協
会
に

て
標
記
会
議
を
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
藤
川
広
報
担
当

副
会
長
が
出
席
さ
れ
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
検
討
会
に
お
け
る

取
組
状
況
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

名
義
の
使
用
に
関
す
る
手
続

き
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ

た
。

　
今
後
は
、
八
月
か
ら
「
レ

ッ
ツ
！
水
道
検
診
」及
び「
水

道
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
を
新
た
に
増
設

し（
五
面
参
照
）、
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

第
三
回
水
道
耐
震
化
推
進

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
開
催格

（
山
形
）
④

東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
の

実
態
（
秋
田
）、

⑤
消
費
税
率
の

改
正
と
経
過
措

置
、
全
管
連
の

管
工
事
賠
償
補

償
制
度（
宮
城
）

に
つ
い
て
意
見

を
交
換
し
た
。

議
案
が
原
案
通
り
議
決
さ
れ

た
。
ま
た
、
報
告
事
項
に
お

い
て
、
全
管
連
青
年
部
の
中

島
会
長
（
愛
知
）
が
活
動
報

告
を
行
っ
た
。

　
懇
親
会
は
、
中
村
長
崎
県

知
事
、
田
上
長
崎
市
長
、
大

澤
会
長
に
よ
る
祝
辞
の
ち
、

板
坂
長
崎
市
議
会
会
長
に
よ

る
乾
杯
で
祝
宴
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
次
期
開
催
地
が
鹿
児
島
県

と
発
表
さ
れ
、
青
木
英
一
郎

鹿
児
島
県
連
会
長
の
挨
拶
が

行
わ
れ
た
。

九
管
連
・
藤
会
長

長時間労働の抑制
年次有給休暇の
取得向上に
取り組むと…

「労働時間等見直しガイドライン」活用の手引

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

はじめに
「労働時間等見直しガイドライン」の基本的な考え方
ワーク・ライフ・バランス実現のため、事業主に求められる取り組み
特に配慮を必要とする労働者に対し、事業主に求められる取り組み
他の事業主との取引を行うに当たっての配慮
年次有給休暇の計画的付与制度を活用しましょう
2週間程度の長期休暇制度を導入しましょう
企業の取り組み事例
都道府県労働局一覧
ワーク・ライフ・バランスの実現に向けて

厚生労働省・都道府県労働局・労働基準監督署

【目　次】

働き方・休み方を見直して　社員も会社もイキイキ！

会社への
貢献意欲
向上

仕事への
やる気
向上

職場の
雰囲気
向上

水道耐震化プロジェクト会議東北ブロック支部長会議

通常総会

ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
く
。

ま
た
、
静
岡
県

内
の
み
Ｐ
Ｒ
と

し
て
八
月
十
日

か
ら
二
十
五
日

ま
で
テ
レ
ビ
Ｃ

Ｍ
を
行
い
、
ラ

ジ
オ
番
組
に
よ

る
広
報
、
チ
ラ

シ
の
配
布
等
を

行
う
。
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日
本
水
道
協
会
関
東
地
方
支

部
第
八
十
一
回
支
部
総
会
提

出
会
員
問
題

　
日
本
水
道
協
会
関
東
地
方

支
部
は
、
第
八
十
一
回
支
部

総
会
に
お
い
て
、
次
の
通
り

の
会
員
問
題
を
提
出
す
る
。

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

の
更
新
制
度
（
神
奈
川
県
支

部
）

　
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業

者
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

八
年
の
水
道
法
改
正
に
よ
り

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

数
の
増
加
が
顕
著
に
見
ら
れ

る
こ
と
な
ど
か
ら
規
制
緩
和

の
成
果
が
十
分
に
現
れ
て
い

る
と
評
価
さ
れ
る
一
方
、
指

定
を
受
け
て
い
な
い
事
業
者

に
よ
る
工
事
、
無
届
け
に
よ

る
工
事
、
事
業
内
容
の
変
更

や
廃
止
を
水
道
事
業
者
に
届

け
出
な
い
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
多
く
、
現
状
の

把
握
が
困
難
で
あ
る
な
ど
給

水
装
置
工
事
に
関
す
る
様
々

な
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ

て
き
て
い
る
。

　
そ
の
解
決
の
方
向
と
し

て
、
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
・
主
任
技
術
者
に
対
す

る
講
習
・
研
修
の
実
施
、
水

道
利
用
者
（
需
要
者
）
の
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
関
す
る
情

報
の
提
供
、
指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
の
処
分
基
準
の

整
備
等
が
示
さ
れ
た
。

　
つ
い
て
は
、
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
の
事
業
実
態

を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
よ

り
一
層
の
指
導
・
育
成
を
可

能
と
す
る
【
指
定
給
水
装
置

事
業
者
の
更
新
制
度
の
導

入
】
を
要
望
し
た
。

労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
活
用
の
手
引
き
を
作

成
　
　
　
　
　
厚
生
労
働
省

　
厚
生
労
働
省
は
「
労
働
時

間
等
見
直
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
労
働
時
間
等
設
定
改
善
指

針
）」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

「
仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
）

憲
章
」
及
び
「
仕
事
と
生
活

の
調
和
推
進
の
た
め
の
行
動

指
針
」
が
策
定
さ
れ
た
こ
と

を
踏
ま
え
、
そ
の
趣
旨
を
盛

り
込
む
べ
く
、
同
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

http://w
w
w
.m
hlw
.go.

jp
/seisakunitsuite/

bunya/koyou_roudou/

　
労
働
時
間
等
見
直
し
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
、
事
業
主
の
み

な
さ
ま
に
労
働
時
間
等
の
見

直
し
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

頂
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。平成25年度全国大会　スローガン決議

一、災害に強い組織対応で地域に貢献しよう
一、老朽管の更新、耐震管の布設を促進しよう
一、培った技術技能を若者に継承しよう



副会長候補者 ブロック長候補者

◎会長事故あるときの第一位、○同第二位 　（下線：新任）

 № ブロック 氏　　名 組　合  № ブロック 氏　　名 組　合

1 北海道 花 松 真 一 北海道連 1 北海道 花 松 真 一 北海道連

2 東　北 渡 辺 皓 宮城県連 2 東　北 渡 辺 皓 宮城県連

◎ 3 関　東 佐々木 靖 太 神奈川県連 3 関　東 横須賀 武 士 茨城県連

○ 4 東　京 松 田 英 行 東京都連 4 東　京 岩 野 隆 一 東京都連

5 北信越 冨 田 行 雄 福井県連 5 北信越 冨 田 行 雄 福井県連

6 中　部 鏡 味 栄 男 愛知県連 6 中　部 鏡 味 栄 男 愛知県連

7 近　畿 藤 岡 昭 雄 大阪府連 7 近　畿 藤 岡 昭 雄 大阪府連

8 中　国 髙 橋 肇 岡　　山 8 中　国 髙 橋 肇 岡　　山

9 四　国 中 川 悟 香川県連 9 四　国 友 近 安 愛媛県連

10 九　州 藤 成 德 福岡県連 10 九　州 藤 成 德  福岡県連

11 会長推薦 黒 澤 敏 男 栃木県連

12 〃 臼 倉 進 千葉県連

13 〃 藤 川 幸 造 富山県連

14 〃 加 藤 栄次郎 京都府連

15 〃 和 田 勝 兵庫県連

副会長候補者 ブロック長候補者

◎会長事故あるときの第一位、○同第二位 　（下線：新任）

 № ブロック 氏　　名 組　合  № ブロック 氏　　名 組　合

1 北海道 花 松 真 一 北海道連 1 北海道 花 松 真 一 北海道連

2 東　北 渡 辺 皓 宮城県連 2 東　北 渡 辺 皓 宮城県連

◎ 3 関　東 佐々木 靖 太 神奈川県連 3 関　東 横須賀 武 士 茨城県連

○ 4 東　京 松 田 英 行 東京都連 4 東　京 岩 野 隆 一 東京都連

5 北信越 冨 田 行 雄 福井県連 5 北信越 冨 田 行 雄 福井県連

6 中　部 鏡 味 栄 男 愛知県連 6 中　部 鏡 味 栄 男 愛知県連

7 近　畿 藤 岡 昭 雄 大阪府連 7 近　畿 藤 岡 昭 雄 大阪府連

8 中　国 髙 橋 肇 岡　　山 8 中　国 髙 橋 肇 岡　　山

9 四　国 中 川 悟 香川県連 9 四　国 友 近 安 愛媛県連

10 九　州 藤 成 德 福岡県連 10 九　州 藤 成 德  福岡県連

11 会長推薦 黒 澤 敏 男 栃木県連

12 〃 臼 倉 進 千葉県連

13 〃 藤 川 幸 造 富山県連

14 〃 加 藤 栄次郎 京都府連

15 〃 和 田 勝 兵庫県連

◇
第
３
１
５
回
理
事
会
◇

第
２
８
期　

副
会
長
・
ブ
ロ

ッ
ク
長
・
支
部
長
、
役
員
業

務
分
担
等
決
ま
る

　
全
管
連
の
第
三
百
十
五
回

理
事
会
に
お
い
て
、副
会
長
、

ブ
ロ
ッ
ク
長
、
都
道
府
県
支

部
長
、
役
員
業
務
分
担
等
が

別
掲
の
通
り
議
決
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
定
款
二
十
九
条

（
副
会
長
は
、
会
長
を
補
佐

し
、
会
長
に
事
故
あ
る
と
き

は
、
あ
ら
か
じ
め
定
め
た
順

位
に
従
い
、
そ
の
職
務
を
代

理
し
、
会
長
欠
員
の
と
き
は

そ
の
職
務
を
行
う
。）
に
基

づ
き
、
そ
の
順
位
は
、
第
一

位
に
佐
々
木
副
会
長
、
第
二

位
に
松
田
総
務
副
会
長
と
な

っ
た
。

　
な
お
、
災
害
対
策
担
当
理

事
と
し
て
、
原
広
報
部
長
、

松
本
技
術
委
員
長
、
高
木
総

務
副
委
員
長
が
兼
務
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
相
談
役
に
は
、
井
上
恭
司

氏
（
元
副
会
長
、
宮
城
県
）、

戸
島
一
博
（
元
理
事
・
岐
阜

県
）、木
村
昌
民（
元
副
会
長
、

東
京
都
・
新
任
）
山
本
睦
美

氏
（
元
副
会
長
、
広
島
県
・

新
任
）
の
各
氏
に
委
嘱
す
る

こ
と
と
し
た
。

　
技
術
参
与
に
は
、
阿
部
弘

之
氏
（
元
東
京
都
立
品
川
技

術
専
門
校
主
任
指
導
員
）、

小
泉
智
和
氏
（
元
東
京
都
水

道
局
総
務
部
長
）、
高
橋
礼

重
氏
（
元
横
須
賀
市
水
道
局

給
水
装
置
課
長
）、
山
川
泰

二
氏
（
元
東
京
都
水
道
局
給

水
装
置
課
長
）、
安
田
一
章

氏
（
東
京
サ
ー
ビ
ス
（
株
）

施
設
整
備
部
給
水
装
置
担
当

部
長
）、
鈴
木
慶
一
氏
（
東

京
都
市
開
発
（
株
）
常
勤
監

査
役
・
新
任
）
に
委
嘱
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

      

№ ブロック 
掌握機関 ブロック長 № 都道府県支部 都道府県支部長 

７ 近  畿 
ブロック 藤 岡 昭 雄

29 滋 賀 県 支 部 光 田  博

30 京 都 府 支 部 加  藤  栄 次 郎

31 大 阪 府 支 部 藤 岡 昭 雄

32 奈 良 県 支 部 水 野 博 巳

33 和 歌 山 県 支 部 小 向 俊 和

34 兵 庫 県 支 部 和 田  勝

８ 中  国 
ブロック 髙 橋  肇

35 岡 山 県 支 部 髙 橋  肇

36 広 島 県 支 部 古 川 幸 彦

37 鳥 取 県 支 部 松 谷 信 男

38 島 根 県 支 部 岡 田 俊 明

39 山 口 県 支 部 西 嶋 博 夫

９ 四  国 
ブロック 友 近  安

40 香 川 県 支 部 中 川  悟

41 愛 媛 県 支 部 友 近  安

42 徳 島 県 支 部 天 満 祐 司

43 高 知 県 支 部 濱 田 誠 一

10 九  州 
ブロック 藤  成 德

44 福 岡 県 支 部 藤  成 德

45 佐 賀 県 支 部 原 田 恵 三

46 長 崎 県 支 部 岩  永  堅 之 進

47 熊 本 県 支 部 塚 本 頼 光

48 大 分 県 支 部 小 野 泰 男

49 宮 崎 県 支 部 蒼 森 照 之

50 鹿 児 島 県 支 部 青  木  英 一 郎

51 沖 縄 県 支 部 奥  浜    宏

 

 
全管連・ブロック掌握機関及び支部長候補者 

 
                                   （下線：新任） 

№ ブロック 
掌握機関 ブロック長 № 都道府県支部 都道府県支部長 

１ 北 海 道 
ブロック 花 松 真 一

１ 北海道道央支部 平 口 山  謙  一

２ 〃  道東支部 小 坂 典 行

３ 〃  道西支部 三 方 信 也

４ 〃  道南支部 田 村 伸 雄

５ 〃  道北支部 佐 藤 義 孝

２ 東  北 
ブロック 渡 辺  皓

６ 青 森 県 支 部 北 向 幸 吉

７ 岩 手 県 支 部 佐 々 木  英  樹

８ 宮 城 県 支 部 渡 辺  皓

９ 秋 田 県 支 部 高 橋 正 男

10 山 形 県 支 部 鹿 野 淳 一

11 福 島 県 支 部 松 原 文 司

３ 関  東 
ブロック 横 須 賀  武  士

12 茨 城 県 支 部 横 須 賀  武  士

13 栃 木 県 支 部 黒 澤 敏 男

14 群 馬 県 支 部 岸  久 男

15 埼 玉 県 支 部 佐 々 木    喬

16 千 葉 県 支 部 臼 倉  進

17 神 奈 川 県 支 部 佐 々 木  靖  太

18 山 梨 県 支 部 山  田  新 太 郎

４ 東  京 
ブロック 岩 野 隆 一 19 東 京 都 支 部 松 田 英 行

５ 北 信 越 
ブロック 冨 田 行 雄

20 新 潟 県 支 部 加 藤 大 二

21 長 野 県 支 部 山 崎 正 寛

22 富 山 県 支 部 藤 川 幸 造

23 石 川 県 支 部 柿 本 自 如

24 福 井 県 支 部 冨 田 行 雄

６ 中  部 
ブロック 鏡 味 栄 男

25 愛 知 県 支 部 鏡 味 栄 男

26 静 岡 県 支 部 伊 藤  哲

27 岐 阜 県 支 部 荒 川 晶 一

28 三 重 県 支 部 荒 堀  弘

      

全管連　第28期　ブロック掌握機関及び支部長 全管連　第28期　副会長

全管連　第28期　ブロック長
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「
健
康
の
た
め
水
を
飲
も
う
」

推
進
運
動
を
実
施
中
！

　　

健
康
の
た
め
水
を
飲
も
う

推
進
委
員
会
は
、
同
運
動
を

通
じ
て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
広
く
国
民
一
般
の

健
康
増
進
、疾
病
、事
故
予
防

に
寄
与
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
夏
は
、
連
日
の
猛
暑
で

熱
中
症
が
多
発
し
て
い
る

が
、
こ
う
し
た
中
、
水
分
不

足
に
よ
る
健
康
障
害
を
防
ぐ

た
め
に
行
っ
て
い
る
活
動

「
健
康
の
た
め
水
を
飲
も
う

推
進
運
動
」（
厚
生
労
働
省

後
援
）
が
、
今
、
注
目
を
集

め
て
い
る
。

　

こ
の
運
動
は
、
毎
年
ポ
ス

タ
ー
と
チ
ラ
シ
を
全
国
の
水

道
事
業
体
を
通
じ
て
公
共
施

設
等
で
掲
示
し
、
啓
発
を
行

っ
て
い
る
。
ポ
ス
タ
ー
の
内

容
は
、「
水
道
水

な
ど
身
近
に
あ
る

水
の
大
切
さ
を
再

認
識
し
、
水
を
こ

ま
め
に
飲
む
事
の

効
用
を
訴
え
る
」

も
の
と
な
っ
て
い

る
。（
本
会
も
こ

の
運
動
に
協
賛

し
、
会
員
へ
向
け

て
ポ
ス
タ
ー
、
チ

ラ
シ
を
配
布
）。

　

厚
生
労
働
省
、
全
管
連
等

で
構
成
さ
れ
る
「
水
道
耐
震

化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
水

道
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
Ｗ
Ｇ

に
て
、
耐
震
化
な
ど
水
道
の

強
靭
化
を
進
め
て
い
く
た
め

に
は
住
民
の
水
道
に
対
す
る

理
解
が
不
可
欠
と
し
て
、「
水

道
の
お
医
者
さ
ん
愛
称
募

集
」（
全
管
連
ニ
ュ
ー
ス
六

月
号
五
面
）
に
続
く
第
二
弾

と
し
て
八
月
よ
り
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
を
利
用
し
た
ウ
ェ
ブ
広

告
や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
を
展
開
し

ま
す
。 

　

専
用
サ
イ
ト
「
み
ん
な
の

水
道
ク
リ
ニ
ッ
ク
」 （http:

/
/
w

w
w

.s
u
id

o
s
o
s
.

水
道
耐
震
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

ウ
ェ
ブ
、
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
本
格
化

実
務
経
験
二
年
程
度
の
方
々

を
対
象
に
「
水
道
施
設
工
事

の
積
算
指
針
」
説
明
会
を
開

催
　
　
　
　
　
岐
阜
県
協
組

　

岐
阜
県
管
設
備
工
業
協
同

組
合
（
理
事
長
・
荒
川
晶
一

氏
）
は
七
月
十
八
日
、
実
務

経
験
二
年
程
度
の
方
々
を
対

象
に
「
水
道
施
設
工
事
の
積

算
指
針
」
の
説
明
会
を
開
催

し
た
。
説
明
会
は
午
前
と
午

後
に
開
催
さ
れ
、
百
名
を
超

え
る
参
加
者
が
あ
っ
た
。

「
水
道
施
設
工
事
の
積
算
指

針
」
は
本
会
が
今
年
の
三
月

に
作
成
し
た
も
の
で
、「
水

道
施
設
整
備
費
国
庫
補
助
事

業
に
係
る
歩
掛
表
（
厚
生
労

働
省
）」
の
標
準
歩
掛
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
「
水
道
事

業
実
務
必
携
（
全
国
簡
易

水
道
協
議
会
）」
に
準
拠
し

て
、
請
負
工
事
費
の
構
成
と

料
作
成
に
協
力
い
た

だ
い
た
、（
一
社
）

公
共
建
築
協
会　

建

築
生
産
第
三
部
専
門

委
員
の
鈴
木
宏
尚
氏

か
ら
、
次
の
三
点
に

つ
い
て
指
針
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
説
明

が
行
わ
れ
た
。（
開

削
工
法
の
積
算
に
つ

い
て
は
、
地
元
で
使

用
さ
れ
て
い
る
管
材

第
82
回
日
本
水
道
協
会

通
常
総
会
を
開
催

　

六
月
二
十
五
日
、（
公
社
）

日
本
水
道
協
会
は
、
東
京
都

千
代
田
区
の
砂
防
会
館
に
て

第
八
十
二
回
日
本
水
道
協
会

通
常
総
会
を
開
催
し
た
。
同

協
会
は
、
公
益
財
団
法
人
の

移
行
に
伴
い
、
従
来
秋
に
開

催
し
た
全
国
大
会
・
総
会
を

分
散
開
催
し
て
い
る
。
当
日

は
、
役
員
の
改
選
、
運
営
会

議
委
員
の
改
選
等
に
つ
い
て

審
議
を
行
っ
た
。

com
/

）
内
に
あ
る 

「
レ
ッ

ツ
！
水
道
健
診
」を
通
じ
て
、

水
道
に
対
す
る
理
解
を
よ
り

深
め
て
も
ら
う
こ
と
と
し
て

い
る
。 

　

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
浸
透

は
、
ど
の
事
業
体
も
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
内
容
は
理
解
し
て

い
る
が
、
水
道
事
業
体
と
し

て
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
の

戸
惑
い
が
見
受
け
ら
れ
る
た

め
、「
レ
ッ
ツ
！
水
道
健
診
」

を
通
じ
て
住
民
へ
の
周
知
な

ど
を
行
い
、
水
道
料
金
の
値

上
げ
や
水
道
の
更
新
・
耐
震

化
の
推
進
に
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
理

解
し
て
頂
く
事
を
目
的
と
し

て
い
る
。

を
テ
ー
マ
と
す
る
。）

１
、請
負
工
事
積
算
基
準「
経

費
算
出
法
」

（
１
）
共
通
仮
設
費

（
２
）
現
場
管
理
費

（
３
）
一
般
管
理
費

２
、
開
削
工
法
の
積
算

（
１
）
鋳
鉄
管
布
設
工　

①

代
価
表
・
吊
り
込
み
据
付（
機

械
力
）
②
ク
レ
ー
ン
運
転
時

間（２
）
Ｎ
Ｓ
継
手
接
合
（
呼

び
径
七
五
㎜
）

（
３
）
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管

布
設　

①
据
付
工
（
呼
び
径

二
〇
㎜
）
②
Ｔ
Ｓ
継
手
工

（
呼
び
径
四
〇
㎜
、
接
着
接

合
）
③
Ｒ
Ｒ
継
手
工
（
呼
び

径
一
〇
〇
㎜
、ゴ
ム
輪
接
合
）

　

地
元
で
説
明
会
を
希
望
さ

れ
る
団
体
は
、
全
管
連
事
務

局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

説明会
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○ 会長　大澤規郎（埼玉県連）

○ 副会長　花松真一（北海道連）、渡辺　皓（宮城県連）、黒澤敏男（栃木県連）、臼倉　進（千葉県連）、松田英行（東京都連）、佐々木靖太（神奈川県連）、藤川幸造（富山県連）、

冨田行雄（福井県連）、鏡味栄男（愛知県連）、加藤栄次郎（京都府連）、藤岡昭雄（大阪府連）、和田　勝（兵庫県連）、髙橋　肇（岡山）、中川　悟（香川県連）、藤　成德（福岡県連）

下線：新任

№ 部門 担当副会長 部　　長 副部長 委員長 副委員長
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務
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２０１３年（平成25年）８月１日（木曜日） 全 管 連 ニ ュ ー ス （第三種郵便物認可） 第６６３号 （　）6

　（
公
財
）
給
水
工
事
技
術

振
興
財
団
に
お
い
て
は
、
平

成
二
十
五
年
度
給
水
装
置
工

事
配
管
技
能
検
定
会
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

「
事
業
の
運
営
の
基
準
」
と

し
て
、
水
道
法
施
行
規
則
第

三
十
六
条
第
二
号
に
、
配
水

管
か
ら
水
道
メ
ー
タ
ー
ま
で

の
給
水
装
置
工
事
に
つ
い
て

は
、
適
切
な
技
能
を
有
す
る

者
に
施
行
さ
せ
る
こ
と
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
適
切
な
技
能
を

有
す
る
者
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
給
水
装
置
工
事
事
業
者

及
び
水
道
事
業
者
の
い
ず
れ

25年度

の
観
点
か
ら
も
必
要
不
可
欠

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
平
成
二
十
三
年

七
月
八
日
、
本
会
よ
り
大
塚

厚
生
労
働
副
大
臣
（
当
時
）

に
対
し
、
安
全
な
水
道
水
の

供
給
と
施
工
技
術
の
確
保
の

た
め
に
、
給
水
装
置
工
事
配

管
技
能
者
の
法
的
な
位
置
づ

け
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
　

　
こ
の
本
会
の
要
望
に
対

し
、
厚
労
省
健
康
局
水
道
課

よ
り
八
月
三
十
日
付
け
で
各

都
道
府
県
水
道
行
政
主
管
部

局
並
び
に
各
厚
生
労
働
大
臣

認
可
水
道
事
業
者
担
当
者
に

対
し
「
給
水
装
置
工
事
の
適

給
水
装
置
工
事
配
管
技
能

　

検
定
会
の
ご
案
内

︱
厚
労
省
事
務
連
絡
に
基
づ
く

　

配
水
管
へ
の
分
水
栓
の
取
り
付
け
、

　

配
水
管
の
せ
ん
孔
技
能
取
得
を
︱

正
な
施
行
に
つ
い
て
」
を
通

知
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
務

連
絡
が
実
効
あ
る
も
の
と
な

る
よ
う
、（
公
財
）
給
水
工

事
技
術
振
興
財
団
、（
公
社
）

日
本
水
道
協
会
と
一
層
の
連

携
を
図
り
、
給
水
装
置
工
事

配
管
技
能
検
定
会
の
充
実
と

水
道
事
業
者
に
よ
る
講
習
修

了
者
等
の
位
置
づ
け
の
促
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
同
財
団
に
お
い
て

は
、
配
水
管
か
ら
水
道
メ
ー

タ
ー
ま
で
の
給
水
装
置
工
事

に
従
事
す
る
適
切
な
技
能
を

有
す
る
者
を
養
成
す
る
た

め
、
平
成
二
十
五
年
度
も
同

検
定
会
を
別
表
の
と
お
り
全

管
連
及
び
（
公
社
）
日
本
水

道
協
会
の
後
援
の
も
と
に
実

施
す
る
。

　
な
お
、（
公
財
）
給
水
工
事

技
術
振
興
財
団
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
検
定
会
日
程
を

掲
載
し
て
い
る
。http://

w
w
w
.kyuukou.or.jp/

「全国標準検定」、「分岐穿孔のみの検定」及び「地域オプション検定」の検定課程

検定種別 受検資格 検定内容

１．全国標準検定 給水装置工事の実務経験を
２年程度有する者

「学科課程」、「配水管（口径 75mm ダクタイル鋳鉄管）に
サドル付分水栓の取付、同分水栓用手動式穿孔機による分
岐穿孔」及び「給水管の切断・接合、組立、水圧試験」

２．分岐穿孔のみの検定 既存資格者のうち、分岐穿
孔資格を有しない者

「配水管（口径 75mm ダクタイル鋳鉄管に）サドル付分水
栓の取付・同分水栓用手動式穿孔機による分岐穿孔・水圧
試験」

３．地域オプション検定
（開催都道府県水道業体の必要に応じて実施する。）
⑴ 給 水 管（ス テ ン レ ス 鋼 管 ） 
配管コース

給水装置工事の実務経験を
２年程度有する者

「給水管（ステンレス鋼管）の切断、伸縮可とう式継手に
よる接合・組立、水圧試験」

⑵給水管（ダクタイル鋳鉄管）
配管コース 同上 「給水管（口径 75mm ダクタイル鋳鉄管）の切断、メカニ

カル継手及びフランジ継手による接合・組立・水圧試験」

⑶配水管（ダクタイル鋳鉄管）
への分水栓取付コース 同上

「配水管（ダクタイル鋳鉄管）に甲形又は乙形分水栓用不
断水穿孔機による直接穿孔、甲形又は乙形分水栓の取付、
水圧試験」

⑷配水管（ダクタイル鋳鉄管） 
からの分岐・配管コース 同上

「配水管（ダクタイル鋳鉄管）に弁付割Ｔ字管の取付、割
Ｔ字管用穿孔機による分岐穿孔」及び「給水管（口径
75mm ダクタイル鋳鉄管）の切断、メカニカル継手及びフ
ランジ継手による接合・組立、水圧試験」

平成 25 年度　　給水装置工事配管技能検定会　実施日程

№ 都道
府県 会場 会場所在地 開催期日 全管連支部 受付期間 検定会

種　類

3 大阪 大阪府立南大阪高等職業技術専
門校 和泉市テクノステージ２－３－５ 平成25年８月２１日（水）

～及び２２日（木）
大阪府水道工事業協同組合連合
会 
０６－６３６３－４６３１

平成 25 年 6 月 20 日（木）
～平成 25 年 7 月 16 日（火）

全国標準
地域オプ
ション
地域オプ
ションⅡ

4 岩手 岩手産業文化センター（アピタ）岩手郡滝沢村滝沢字砂込３８９－
２０ 平成 25 年９月５日（木） 岩手県管工事業協同組合連合会

０１９８－２２－４７４７
平成 25 年 6 月 3 日（木）
～平成 25 年 7 月 26 日（金）

全国標準
穿孔のみ

5 佐賀
（学科）　佐賀市管工事協同組合
（実技）　佐賀市上下水道局第二
浄水場

佐賀市卸本町３－３０
佐賀市卸本町３－１ 平成 25 年９月７日（土） 佐賀県管工事協同組合連合会

０９５２－３２－３１００
平成 25 年 7 月 1 日（月）
～平成 25 年 7 月 26 日（金）

全国標準
穿孔のみ

6 千葉
① 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町 2385-7 平成25年９月２０日（金）千葉県管工事業協同組合連合会

０４３－２４６－５１０５
平成 25 年 7 月 22 日（月）
～平成 25 年 8 月 19 日（月）

全国標準
穿孔のみ

7 京都 京都市上下水道局　資器材防災
センター 京都市南区上鳥羽鉾立町１１－３ 平成25年９月２１日（土）京都府管工事業協同組合連合会

０７５－７７１－７２８１
平成 25 年 7 月 22 日（月）
～平成 25 年 8 月 19 日（月）

全国標準
地域オプ
ション

8 山口 宇部管工事協同組合会館 宇部市大字善和２０３番地１１８ 平成25年１０月５日（土）山口県管工事協同組合連合会
０８３６－６２－０７１７

平成 25 年 8 月 1 日（木）
～平成 25 年 8 月 29 日（木）

全国標準
穿孔のみ

9 富山 射水市役所布目庁舎 射水市布目 1 番地 平成 25 年１０月１０日（木）富山県管工事業協同組合連合会
０７６－４３８－６７０２

平成 25 年 8 月 5 日（月）
～平成 25 年 9 月 9 日（月）

全国標準
穿孔のみ

10 千葉
② 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町２３８５ －７ 平成 25 年１０月１１日（金）千葉県管工事業協同組合連合会

０４３－２４６－５１０５
平成 25 年７月 22 日（月）
～平成 25 年 8 月 19 日（月）

全国標準
穿孔のみ

11 福島 前澤給装工業株式会社　
福島工場 本宮市糠沢葭池１３８－１ 平成 25 年１０月１７日（木）福島県管工事協同組合連合会　

０２４－５３５－３５６６
平成 25 年 8 月 19 日（月）
～平成 25 年 9 月 17 日（火）

全国標準
穿孔のみ

12 新潟 新潟市水道局水道技術センター 新潟市中央区関屋下川原町１－３
－３ 平成 25 年１０月１９日（土）新潟県水道工事業協同組合連合

会０２５－２６７－１８６５
平成 25 年 8 月 19 日（月）
～平成 25 年 9 月 17 日（火）

全国標準

13 山形 山形市上下水道施設管理セン
ター 山形市南石関２７番地 平成 25 年１１月７日（木）山形県管工事業協同組合連合会

０２３－６４５－４３０１
平成 25 年 9 月 10 日（火）
～平成 25 年 10 月 7 日（月）

全国標準
穿孔のみ

14 東京 東京都立多摩職業能力開発セン
ター 府中市南町４－３７－２ 平成 25 年１１月７日（木）東京都管工事業協同組合連合会

０３－３５８３－７１１１
平成 25 年 9 月 10 日（火）
～平成 25 年 10 月７日（月）

全国標準
穿孔のみ

15 愛媛 松山市管工事業協同組合 松山市美沢２丁目７番４８号 平成 25 年１１月８日（金）愛媛県管工事協同組合連合会　
０８９－９４６－５５５０

平成 25 年 9 月 10 日（火）
～平成 25 年 10 月 7 日（月）

全国標準
穿孔のみ

16 香川 高松市上下水道局川添浄水場 高松市東山崎町 1331 平成 25 年１１月９日（土）高松市上下水道工事業協同組合
０８７－８３１－５６３３

平成 25 年 9 月 10 日（火）
～平成 25 年 10 月 7 日（月）

全国標準
穿孔のみ

17 広島 広島市指定上下水道工事業協同
組合

広島市西区商工センター８丁目３
番２７号

平成 25 年１１月９日（土）
及び１０日（日）

広島県管工事協同組合連合会　
０８２－２７７－６３３１

平成 25 年 9 月 10 日（火）
～平成 25 年 10 月 7 日（月）

全国標準
穿孔のみ

18 三重 四日市市上下水道局 四日市市堀木 1 丁目 3 番 18 号 平成 25 年１１月１０日（日）
三重県水道工事業協同組合連合
会 
０５９－３５１－８８４０

平成 25 年 9 月 10 日（火）
～平成 25 年 10 月 7 日（月）

全国標準
穿孔のみ

19 埼玉
（学科）埼玉県管工事会館
（実技）埼玉県空調衛生設備協
会　駐車場

さいたま市中央区下落合４－１４
－１１ 平成 25 年１１月１６日（土）埼玉県管工事業協同組合連合会

０４８－８５３－２７７７
平成 25 年 9 月 2 日（火）
～平成 25 年 9 月 27 日（金）

全国標準
穿孔のみ

20 滋賀（独）高齢・障害・求職者雇用
支援機構 大津市光が丘町３－１０－１９ 平成 25 年１１月１６日（土）滋賀県管工事業協同組合連合会

０７７－５６５－７３３８
平成 25 年 8 月 27 日（火）
～平成 25 年 10 月 3 日（木）

全国標準
穿孔のみ

21 高知 高知テクノスクール　　　　
（高知県立高知高等技術学校） 高知市仁井田１１８８ 平成 25 年１１月１６日（土）高知市管工事設備業協同組合

０８８－８３２－２８５１
平成 25 年 9 月 17 日（火）
～平成 25 年 10 月 3 日（木）

全国標準
穿孔のみ

22 千葉
③ 千葉県水道技術研修センター 千葉市若葉区中田町 ２３８５ －

7　　　　　　　　　　　　 平成 25 年１１月２２日（金）千葉県管工事業協同組合連合会
０４３－２４６－５１０５

平成 25 年 7 月 22 日（月）
～平成 25 年 8 月 19 日（月）

全国標準
穿孔のみ

23 秋田 秋田市上下水道局　仁井田浄水
場 秋田市仁井田新中島２２１－２ 平成26年２月１３日（木）秋田県管工事業協同組合連合会

０１８－８２４－７７６１ 調整中 全国標準
穿孔のみ

24 福井 福井市研修センター 福井市文京６－８－１８ 平成26年２月１３日（木）
及び１４日（金）

福井県管工事業協同組合連合会
０７７６－５４－１３０１ 調整中 全国標準

25 群馬
（伊勢崎）

（学科）群馬県職業能力開発協
会

（実技）群馬県技能検定場
伊勢崎市宮子町１２１１－１ 平成26年３月１４日（金）群馬県管工設備協同組合

０２７－２５１－０３３２ 調整中 全国標準
穿孔のみ

26 兵庫 三田建設技能研修センター
実習場 三田市香下 ２１２２ 平成26年３月２２日（土）兵庫県管工事業協同組合連合会

０７８－２６１－２６１２ 調整中 全国標準
穿孔のみ



渡
辺
パ
イ
プ（
株
）著
書「
こ

と
ば
の
チ
カ
ラ
」
上
梓

　

本
会
賛
助
会
員
の
渡
辺
パ

イ
プ
株
式
会
社
は
、
常
に
業

界
の
常
識
に
挑
み
、
新
し
い

仕
組
み
作
り
に
挑
む
と
い

う
、
開
拓
と
挑
戦
の
歴
史
を

持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、

創
業
者
の
渡
辺
次
祐
氏
が
、

日
々
社
内
に
発
信
し
た
数
々

の
指
針
を
「
こ
と
ば
の
チ
カ

ラ
」
と
し
て
発
刊
し
た
。

①
著
書　

社
長
室
・
広
報
グ

ル
ー
プ

②
お
問
い
合
わ
せ　

渡
辺
パ

イ
プ
㈱
〇
三
︱
三
五
四
九
︱

三
一
一
一

優
秀
施
工
者
国
土
交
通
大
臣

顕
彰
に
関
す
る
受
賞
者
ア
ン

ケ
ー
ト
の
ご
協
力
方
お
願
い

に
つ
い
て

　

標
記
の
件
に
つ
い
て
、
国

土
交
通
省
よ
り
優
秀
施
工
者

国
土
交
通
大
臣
顕
彰
に
関
す

る
受
賞
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
協

力
依
頼
を
頂
き
ま
し
た
の

で
、
回
答
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。（
文
書
に
て
対

象
者
宛
て
に
連
絡
済
み
で

す
。）

７ ２０１３年（平成25年）８月１日（木曜日）全 管 連 ニ ュ ー ス（第三種郵便物認可）第６６３号（　）
　

１
日　

水
道
耐
震
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
午
前
十
時
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
水

協
に
て
行
わ
れ
、
松
本
常
務
が

出
席
し
た
。　

　

同
日　

給
水
シ
ス
テ
ム
協
会

の
通
常
総
会
懇
親
会
が
正
午
よ

り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
日
比

谷
松
本
楼
に
て
行
わ
れ
、
松
本

常
務
が
出
席
し
た
。　

　

同
日　

浄
化
槽
中
央
連
絡
協

議
会
の
平
成
二
十
五
年
度
理
事

会
・
定
期
総
会
及
び
懇
親
会
が

午
後
四
時
よ
り
、
東
京
都
新
宿

区
の
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に

て
行
わ
れ
、
木
村
副
会
長
、
松

田
総
務
部
長
、
松
本
常
務
、
上

田
局
長
が
出
席
し
た
。

　

３
日　

㈱
埼
玉
協
同
管
工
の

水
道
メ
ー
タ
ー
管
理
倉
庫
竣
工

式
が
午
前
九
時
よ
り
、
埼
玉
県

さ
い
た
ま
市
の
同
管
理
倉
庫
内

に
て
行
わ
れ
、
大
澤
会
長
、
松

本
常
務
が
出
席
し
た
。

　

４
日　

第
四
十
一
回
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
午
後
三
時
よ

り
、
青
森
県
八
戸
市
の
八
戸
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
、

大
澤
会
長
、
松
田
総
務
部
長
、

岩
野
総
務
委
員
長
、松
本
常
務
、

上
田
局
長
が
出
席
し
た
。

　

８
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
平
成
二
十
五
年
度
第
一

回
運
営
委
員
会
が
午
後
三
時
よ

り
、
東
京
都
中
央
区
の
日
空
衛

に
て
行
わ
れ
、高
橋
技
術
参
与
、

依
田
主
任
が
出
席
し
た
。

　

９
日　

会
長
・
六
部
会
担
当

副
会
長
会
議
が
正
午
よ
り
、
東

京
都
豊
島
区
の
全
管
連
に
て
行

わ
れ
た
。
出
席
者
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。（
敬
称
略
・
順
不
同
）

会
長
・
大
澤
、
副
会
長
・
渡
辺
、

黒
澤
、
藤
川
、
藤
、
松
田
部
長
、

松
本
常
務
、
事
務
局
・
上
田
局

長
、
佐
藤
課
長
、
鈴
木
課
長
。

　

10
日　

国
土
交
通
大
臣
表
彰

式
が
午
前
十
時
よ
り
東
京
都
千

代
田
区
の
同
省
に
て
行
わ
れ
、

松
本
常
務
、
阿
蘇
職
員
が
受
賞

者
の
方
々
に
お
祝
を
述
べ
た
。

　

11
日　

中
央
職
業
能
力
開
発

協
会
の
中
央
技
能
検
定
委
員
会

が
午
後
一
時
三
十
分
よ
り
、
東

京
都
中
野
区
の
中
野
サ
ン
プ
ラ

ザ
に
て
行
わ
れ
、
松
本
技
術
委

員
長
、
綱
田
健
志
氏
が
出
席
し

た
。

　

16
日　

水
道
耐
震
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
午
後
二
時
三
十

分
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の

日
水
協
に
て
行
わ
れ
、
松
本
常

務
が
出
席
し
た
。

　

17
日　

第
三
百
十
五
回
理
事

会
が
午
後
一
時
よ
り
、
東
京
都

港
区
の
品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

に
て
行
わ
れ
た
。
出
席
者
は
次

の
と
お
り
で
あ
る
。（
敬
称
略
・

順
不
同
）　

　

会
長
・
大
澤
、
副
会
長
・
花

松
、
渡
辺
、
黒
澤
、
臼
倉
、
松

田
、
藤
川
、
冨
田
、
鏡
味
、
加

藤
（
栄
）、
藤
岡
、
和
田
、
髙

橋
（
肇
）、
中
川
、
藤
、
部
長
・

岩
野
、
岩
永
、
蒼
森
、
原
、
北

向
、
佐
藤
（
章
）、

　

理
事
・
小
坂
、佐
々
木
（
英
）、

高
橋
（
正
）、
鹿
野
、
白
田
、

松
原
、
横
須
賀
、
阿
部
、
和
田
、

岸
、
佐
々
木
（
喬
）
大
熊
、
岡

田
、
加
藤
（
洋
）、
小
関
、
堀

口
、
松
本
（
正
）、
南
、
宮
崎
、

森
、
金
子
、
渡
邊
、
加
藤
、
室

橋
、小
柳
、山
崎
、山
田
（
正
）、

湯
田
、
垣
見
、
伊
藤
、
宮
城
、

村
橋
、
川
島
、
荒
堀
、
光
田
、

津
田
、
前
田
、
水
野
、
高
木
、

古
川
、
松
谷
、
岡
田
、
友
近
、

天
満
、
濱
田
、
原
田
、
小
野
、

青
木
、
常
務
理
事
・
松
本
、
監

事
・
石
川
・
新
井
。

　

18
日　

積
算
指
針
説
明
会
が

午
前
十
一
時
よ
り
、
岐
阜
県
岐

阜
市
の
岐
阜
県
協
に
て
行
わ

れ
、
鈴
木
宏
尚
氏
、
上
田
局
長

が
説
明
し
た
。

　

同
日　
（
一
社
）
建
設
産
業

専
門
団
体
連
合
会
の
賃
金
水
準

調
査
の
説
明
会
が
午
前
十
一
時

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
中

央
合
同
庁
舎
に
て
行
わ
れ
、
松

本
常
務
が
出
席
し
た
。

　

19
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
正
副
会
長
部
会
長
会
議
が

午
後
三
時
よ
り
、
徳
島
市
の
ホ

テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
て
行

わ
れ
、
佐
藤
課
長
、
仲
村
職
員

が
出
席
し
た
。

　

20
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
八
十
七
回
理
事
会
が
午

後
二
時
よ
り
、
徳
島
市
の
ホ
テ

ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島
に
て
行
わ

れ
、
佐
藤
課
長
、
仲
村
職
員
が

出
席
し
た
。

　

同
日　

全
管
連
青
年
部
協
議

会
の
第
十
七
回
通
常
総
会
・
研

修
会
が
午
後
三
時
よ
り
、
徳
島

市
の
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト
徳
島

に
て
行
わ
れ
、
大
澤
会
長
、
岩

野
総
務
部
長
、
松
本
常
務
、
佐

藤
課
長
、
仲
村
職
員
が
出
席
し

た
。

　
23
日　
「
浄
化
槽
の
日
」
企

画
委
員
会
が
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
に
て
行
わ

れ
、
鈴
木
課
長
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
五
十
一
回
技
能
五

輪
全
国
大
会
競
技
委
員
会
、
第

二
回
「
配
管
分
科
会
」
が
午
後

二
時
よ
り
、
東
京
都
中
央
区
の

日
空
衛
に
て
行
わ
れ
、
松
本
技

術
委
員
長
、
綱
田
健
志
氏
、
佐

藤
課
長
、
仲
村
職
員
が
出
席
し

た
。

　

同
日　

22
世
紀
の
水
道
を
考

え
る
会
が
午
後
六
時
三
十
分
よ

り
、
環
境
省
事
務
次
官
室
に
て

行
わ
れ
、
松
本
常
務
が
出
席
し

た
。

　

25
日　

登
録
配
管
基
幹
技
能

者
講
習
平
成
二
十
五
年
度
第
一

回
登
録
配
管
基
幹
技
能
者
講
習

委
員
会
及
び
第
二
回
運
営
委
員

会
が
午
後
三
時
よ
り
、
東
京
都

中
央
区
の
日
空
衛
に
て
行
わ

れ
、
松
本
常
務
、
山
川
技
術
参

与
、
高
橋
技
術
参
与
、
依
田
主

任
が
出
席
し
た
。

　
26
日　

九
州
管
工
業
組
合
連

合
会
の
第
五
十
一
回
通
常
総

会
・
懇
親
会
が
午
後
六
時
よ

り
、
長
崎
県
長
崎
市
の
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
長
崎
に
て
行
わ
れ
、
大

澤
会
長
、
松
本
常
務
、
仲
村
職

員
が
出
席
し
た
。

　

29
日　

水
道
耐
震
化
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
が
午
前
十
時

よ
り
、
日
水
協
に
て
行
わ
れ
、

藤
川
広
報
担
当
副
会
長
、
松
本

常
務
が
出
席
し
た
。

　

30
日　
（
一
社
）
建
設
産
業

専
門
団
体
連
合
会
の
国
交
省
と

建
専
連
と
の
第
百
三
十
五
回
定

例
意
見
交
換
会
が
午
前
九
時
三

十
分
よ
り
、
東
京
都
千
代
田
区

の
東
海
大
学
校
友
会
館
に
て
行

わ
れ
、松
本
常
務
が
出
席
し
た
。

　

同
日　
（
一
社
）
日
本
配
管

工
事
業
団
体
連
合
会
の
創
立
二

十
周
年
祝
賀
会
が
午
後
六
時
三

十
分
よ
り
、
東
京
都
港
区
の
ホ

テ
ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
ベ
イ
に
て
行
わ
れ
、
松

本
常
務
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

第
三
十
七
回
水
の
週

間
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
午
後
二
時

よ
り
、
東
京
都
港
区
の
発
明
会

館
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
阿
蘇

主
任
が
取
材
し
た
。

　
31
日　

第
四
十
五
回
管
工
機

材
・
設
備
総
合
展
会
場
式
が
午

前
九
時
三
十
分
よ
り
、
東
京
都

江
東
区
の
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト

東
三
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
、
松

田
総
務
担
当
副
会
長
、
松
本
常

務
が
出
席
し
た
。

　

同
日　

平
成
二
十
五
年
度
全

国
設
備
業
教
育
研
究
会
第
四
十

九
回
岩
手
大
会
が
プ
ラ
ザ
イ
ン

水
沢
に
て
開
催
さ
れ
、
佐
々
木

（
英
）
理
事
が
出
席
さ
れ
た
。

全
管
連
の
う
ご
き

７月

滋
賀
県
連
が
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー

社
と
応
援
協
定
を
締
結

　

滋
賀
県
管
工
事
業
協
同
組

合
連
合
会
（
光
田
博
会
長
・

写
真
（
左
））
は
、六
月
三
日
、

建
設
機
械
や
エ
ン
ジ
ン
の
販

売
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
あ
る

キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
ウ
エ
ス
ト
ジ

ャ
パ
ン
（
株
）
西
日
本
支
社

（
写
真
（
右
）
古
本
尚
吾
レ

ン
タ
ル
中
古
車
部
長
）
と
の

間
で
、「
滋
賀
県
内
の
災
害

時
に
お
け
る
復
旧
活
動
の
応

援
協
力
」
に
係
る
協
定
を
締

結
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、
災
害
発

生
時
に
備
え
レ
ン
タ
ル
機
材

及
び
資
材
の
調
達
・
確
保
の

た
め
協
力
体
制
を
築
く
も

の
。

　

同
連
合
会
は
、
滋
賀
県
と

「
災
害
時
に
お
け
る
水
道
施

設
の
応
急
復
旧
に
係
る
応
援

協
定
」
を
締
結
し
て
い
る
団

体
と
し
て
、
災
害
時
に
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
確
保
し
重
機
使

用
に
よ
る
応
急
復
旧
活
動
を

迅
速
且
つ
円
滑
に
進
め
る
事

◎
夏
期
「
休
業
」
の
お

知
ら
せ　

　

全
管
連
事
務
局
業
務

は
、八
月
十
三
日
（
火
）

～
八
月
十
八
日
（
日
）

ま
で
休
業
い
た
し
ま

す
。

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
これまでの試験問題の傾向を徹底分析、体系的に解説

　給水装置工事主任技術者試験が国家資格として実施されて以来、多くの会員の皆様からの要望にお応
えして、全管連では平成12年度より「給水装置工事主任技術者試験問題集〈合格への近道〉これならわ
かる問題と解説」を発刊いたしてまいりました。
　おかげ様で大変好評をいただき、今年度も平成24年度までの出題内容を精査し、さらに（公財）給水
工事技術振興財団発行の「改訂 給水装置工事技術指針 初版」を参考文献として、内容を充実させ4訂版
として作成いたしましたのでご案内申し上げます。
　さらに、給水装置工事主任技術者試験を受験される皆さんにとって、過去の問題を知ることは、大変
重要であることから、直近3ヶ年の試験問題にその解説・解答を添え、さらに、過去のすべての試験問
題を分析し、試験の傾向と出題のポイントと計算問題をまとめた『〈合格への近道〉平成22～24年度
給水装置工事主任技術者試験問題収録版』を作成いたしました。併せてご活用ください。

全管連所属の地元組合へお申し込みください。

お申し込み方法

合格への近道

これならわかる問題と解説
4訂版

全管連技術資格研究会　著
B5判 330頁　定価＝3,500円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

第 1 章　試験案内
第 2 章　公衆衛生概論
第 3 章　水道行政
第 4 章　給水装置の概要
第 5 章　給水装置の構造及び性能
第 6 章　給水装置工事法
第 7 章　給水装置施工管理法
第 8 章　給水装置計画論
第 9 章　給水装置工事事務論
第10章　関係法規等

主な内容

合格への近道

給水装置工事主任技術者
試験問題収録版

全管連技術資格研究会　著
B5判 133頁　定価＝2,800円（税込）
発行　全国管工事業協同組合連合会

主な内容

第 1 章　出題傾向の分析
第 2 章　平成24年度問題と解説と解答
第 3 章　平成23年度問題と解説と解答
第 4 章　平成22年度問題と解説と解答
第 5 章　平成9～21年度計算問題と解答
　　　　 （出題分野ごとに抜粋）

給水装置工事主任技術者試験の受験者に最適の書
これまでの試験問題の傾向を徹底分析、体系的に解説

平成22年度～24年度

第
29
回
全
国
ト
イ
レ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
11
月
10
日
に
開
催

へ
　
　
　
日
本
ト
イ
レ
協
会

　

日
本
ト
イ
レ
協
会
（
平
田

純
一
会
長
）
は
、
毎
年
十
一

月
の
ト
イ
レ
の
日
（
十
一
月

十
日
＝
い
い
ト
イ
レ
と
読
め

る
の
で
）
を
記
念
し
て
全
国

ト
イ
レ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
人
々
・
街
・
医
療
・

危
機
管
理
と
い
っ
た
視
点
か

ら
、
様
々
な
テ
ー
マ
を
取
り

上
げ
て
開
催
い
た
し
ま
す
。

後
援
（
一
般
社
団
法
人
日
本

建
築
学
会
、
社
団
法
人
日
本

建
築
家
協
会
等
）、協
賛
（
一

般
社
団
法
人
日
本
衛
生
設
備

機
器
工
業
会
、
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

（
株
）、（
株
）
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
。）

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
詳
細
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

下
さ
い
。http://w

w
w

.

toilet-kyoukai.jp/

第
二
十
九
回
全
国
ト
イ
レ
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

１
．
日
時

　

十
一
月
十
日
（
日
）

　

開
演　

十
時
～
、
交
流
会

十
八
時
～
、
企
業
展
示
日
六

日
～
十
日
（
予
定
）

２
．
開
催
場
所　

工
学
院
大

学　

ア
ー
バ
ン
テ
ッ
ク
ホ
ー

ル
（
東
京
都
新
宿
区
東
一
︱

二
十
六
︱
二
十
三
）

３
．テ
ー
マ　
『
地
域
・
教
育
・

医
療
・
防
災
』

４
．
参
加
費　

無
料
（
た
だ

し
、概
要
集
千
二
百
円
程
度
）

５
．
申
込
方
法

　

日
本
ト
イ
レ
協
会
全
国
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
、

連
絡
先
（
株
）
ア
メ
ニ
テ
ィ

内
（
電
話
〇
四
五
︱
三
七
一

︱
七
六
七
六
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。 

創
立
50
周
年
全
国
建
設
業
労

働
災
害
防
止
大
会
の
研
究
論

文
を
募
集
　
　
　
　
建
災
防

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
は
、
平
成
二
十
六
年
九
月

二
十
四
日
、
二
十
五
日
に
開

催
す
る
標
記
大
会
の
開
催
に

あ
た
り
、
研
究
論
文
を
次
の

通
り
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
確
認
下
さ
い
。http://

w
w

w
.kensaibou.or.jp/

１
．
応
募
資
格

　

原
則
と
し
て
会
員
企
業
と

す
る
。

２
．
論
文
テ
ー
マ

①
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の

が
不
可
欠
で
あ
り
、
平
常
時

か
ら
万
全
な
支
援
体
制
を
構

築
す
る
重
要
性
か
ら
、
キ
ャ

タ
ピ
ラ
ー
社
と
協
定
を
締
結

し
た
。

実
施
に
関
す
る
活
動

②
労
働
安
全
衛
生
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
活
動

③
安
全
衛
生
教
育
等
の
創

意
・
工
夫
に
よ
り
成
果
を
あ

げ
た
日
常
の
安
全
衛
生
管
理

活
動

④
工
法
、
機
械
、
設
備
等
の

工
夫
・
改
善

⑤
海
外
建
設
工
事
に
お
け
る

安
全
衛
生
管
理

⑥
専
門
工
事
業
者
の
安
全
衛

生
管
理

⑦
低
層
住
宅
建
築
工
事
に
お

け
る
安
全
衛
生
管
理
活
動

⑧
東
日
本
大
震
災
等
の
自
然

災
害
に
係
る
復
旧
・
復
興
工

事
に
お
け
る
労
働
災
害
防
止

活
動

３
．
応
募
締
切
日

平
成
二
十
六
年
一
月
十
日

（
金
）
必
着
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式
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Ｌ
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取

　
　締

　
　役

副
社
長
執
行
役
員

白
井

　春
雄

〒
100-
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東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

                  

霞
ヶ
関
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
七
階

　T
E
L
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三
（
六
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七
三
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三
四
八
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　F
A
X

　〇
三
（
六
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七
三
）
三
七
四
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L
I
X
I
L
ジ
ャ
パ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
社
長

岩
城 

静
二

水
道
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

藤
田
賢
二

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
―
八
―
一

　
　
　
　（
虎
ノ
門
電
気
ビ
ル
）

会

長

公
益
財
団
法
人

大
垣
眞
一
郎

理

事

長

〒
103-
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東
京
都
中
央
区
日
本
橋
人
形
町
３
丁
目

７
番
３
号
　
N
C
C
人
形
町
ビ
ル
２
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
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五
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九
二
二

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三（
五
六
五
二
）五
九
二
三

会
長

矢
田

　昭

渡
辺
パ
イ
プ
株
式
会
社

渡
辺

　元

〒
104-
0045
東
京
都
中
央
区
築
地
五
ノ
六
ノ
一
〇

浜
離
宮
パ
ー
ク
サ
イ
ド
プ
レ
イ
ス
６
F

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三（
三
五
四
九
）三
一
一
一（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
〇
三（
五
五
六
五
）六
三
六
一

代
表
取
締
役

社

長

一
般
社
団
法
人

益
本 

康
男

仁
井 

正
夫

根
岸

　修
史

会

　長

〒112-0014

理事長林　桂一

―施工管理技士の事なら―
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地域開発研究所
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（江戸川橋ビル）

TEL03-3235-3601　FAX03-3235-3612

公
益
財
団
法
人

〒
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東
京
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目
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番
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号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
三（
三
四
三
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）八
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〒
100-
8965
東
京
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千
代
田
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霞
が
関
三
―
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―
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E
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三
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三
五
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こ
の
パ
イ
プ
月
間
に
チ
ラ

シ
な
ど
を
活
用
し
て
地
元
組

合
の
工
事
店
の
「
任
せ
て
安

心
!!
」
を
Ｐ
Ｒ
下
さ
い
。

　

パ
イ
プ
月
間
は
、
平
成
三

年
に
八
月
十
二
日
を
パ
イ
プ

の
日
と
制
定
し
て
以
来
、
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
発

表
会
か
ら
始
ま
り
愛
称
「
カ

ン
ち
ゃ
ん
」
発
表
会
を
開
催

し
た
。

　

こ
の
間
、
「
カ
ン
ち
ゃ
ん

ク
イ
ズ
」
（
平
成
五
年
）
、

「
カ
ン
ち
ゃ
ん
標
語
発
表

会
」
（
平
成
六
年
）
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
と

も
に
、
（
公
社
）
日
本
水
道

協
会
の
総
会
会
場
に
お
い
て

業
界
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
カ
ン
ち

ゃ
ん
タ
オ
ル
等
の
配
付
を
続

け
て
き
た
。
平
成
十
一
年
か

ら
は
各
地
方
都
市
で
の
水
道

週
間
行
事
に
お
い
て
も
一
般

市
民
を
対
象
と
し
た
Ｐ
Ｒ
を

強
化
、
継
続
す
る
こ
と
で
今

日
を
迎
え
て
い
る
。

宮
城
県
管
工
業
協
同
組
合

「
水
道
フ
ェ
ア
２
０
１
３
」

◇
パ
イ
プ
月
間
◇

地
域
に
密
着
す
る
組
合
の
指

定
工
事
店
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
！

　

全
管
連
の
パ
イ
プ
月
間

（
七
月
十
三
日
〜
八
月
十
二

日
）
は
今
年
で
二
十
三 

年

目
を
迎
え
た
。
月
間
に
は
、

賛
助
会
員
の
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
並
び

に
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
の
協
力
を
得

て
、
会
員
を
通
じ
て
Ｐ
Ｒ
チ

ラ
シ
「
任
せ
て
安
心
！
快

適
な
暮
ら
し
を
応
援
し
ま

す
！
」
を
配
布
し
て
い
る
。


